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イオン・酸アルカリ 名前

問1 硫酸（水素イオンと硫酸イオンを含む）と水酸化バリウム水溶液（バリウムイオンと水酸化物イオンを含む）を反応させたとき、中和によって
「水」ができる組み合わせとは別に、白い沈殿である「塩」を作るイオンの組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2023年 長崎県公立入試 類似）

1. バリウムイオンと水酸化物イオン 2. 水素イオンと硫酸イオン 3. 水素イオンと水酸化物イオン 4. バリウムイオンと硫酸イオン

問2 塩化ナトリウムが水に溶けたとき、陽イオンであるナトリウムイオンと陰イオンである塩化物イオンに分かれる現象を何といいますか。 （2019年

奈良県公立入試 類似）

1. 中和 2. 蒸留 3. 電離 4. 還元

問3 うすい塩酸とうすい水酸化ナトリウム水溶液を異なる比率で混ぜ合わせ、数種類の混合液を作成しました。そのうち、赤色リトマス紙を浸した
ときに紙の色が青色に変化した水溶液について、その性質とpHに関する記述として最も適切なものを選びなさい。 （2025年 山梨県公立入試 類似）

1. 水溶液はアルカリ性であり、その
pHの値は酸性や中性の水溶液よりも
大きくなっている。

2. 水溶液は中性であり、塩酸と水酸
化ナトリウムが過不足なく反応してp
Hが7になっている。

3. 水溶液は酸性であり、そのpHの値
は水酸化ナトリウムを加える前より
も小さくなっている。

4. 水溶液はアルカリ性であり、その
pHの値は7よりも小さい値を示して
いる。

問4 塩化水素の水溶液である塩酸に電流が流れる理由を、電離の仕組みに着目して説明したものとして、正しいものはどれか。 （2018年 三重県公立入試

類似）

1. 塩化水素は水溶液中で、電荷を持
った水素イオンと塩化物イオンに分
かれて存在し、これらが移動するこ
とで電気を運ぶから。

2. 塩化水素分子が水溶液中で中和反
応を起こし、エネルギーが発生する
ことで電子が放出されるから。

3. 塩化水素が水溶液中で還元され、
金属と同じように自由電子が水溶液
中を自由に動き回るようになるから
。

4. 塩化水素から生じた塩化物イオン
が、陽極から放出される電子を陰極
まで直接運ぶ役割を果たすから。

問5 水酸化バリウム水溶液を入れたビーカーに、あらかじめムラサキキャベツ液を加えておきます。ここに、ちょうど中和するまでうすい硫酸を少
しずつ滴下していったときの、液の様子や色の変化について述べたものとして正しいものを選びなさい。 （2024年 福井県公立入試 類似）

1. 反応の開始とともに激しく泡が発
生し、液の色は青色から一気に無色
透明に変化する

2. 白い沈殿が生じるが、水酸化バリ
ウムが強アルカリ性であるため、液
の色は赤色のまま変化しない

3. 反応が進むにつれて白い沈殿が生
じ、液の色は黄色から緑色を経て紫
色へと変化する

4. 沈殿は生じないが中和熱によって
温度が上がり、液の色は常に一定に
保たれる

問6 亜鉛板の表面から亜鉛原子1個が水溶液中へ溶け出すとき、移動する電子の数と、その結果生じる亜鉛イオンの電荷（電気の種類）の組み合わせ
として正しいものはどれか。 （2015年 静岡県公立入試 類似）

1. 電子を1個放出し、1プラスの陽イ
オンになる。

2. 電子を2個放出し、2プラスの陽イ
オンになる。

3. 電子を1個受け取り、1マイナスの
陰イオンになる。

4. 電子を2個受け取り、2マイナスの
陰イオンになる。

問7 亜鉛板と銅板をうすい塩酸に入れ、導線で結んで電流を取り出す装置において、プラス極である銅板の表面で起こっている化学変化を説明した
ものとして、最も適切なものはどれですか。 （2016年 高知県公立入試 類似）

1. 銅板の表面にある不純物が塩酸と
反応し、二酸化炭素が発生する。

2. 銅原子が電子を放出して銅イオン
になり、水溶液中に溶け出す。

3. 水溶液中の水素イオンが、導線か
ら流れてきた電子を受け取って水素
分子になる。

4. 水溶液中の塩化物イオンが、電子
を放出して塩素の気体になる。

問8 硫酸20立方センチメートルを完全に中性にするために、特定の濃度の水酸化バリウム水溶液が30立方センチメートル必要であるとします。今、
この硫酸20立方センチメートルが入ったビーカーに、同じ水酸化バリウム水溶液を10立方センチメートルだけ加えました。このときの混合液の
性質と、そこにマグネシウムを入れたときの反応の組み合わせとして正しいものを選びなさい。 （2015年 愛知県公立入試 類似）

1. 混合液は酸性を示し、マグネシウ
ムと反応して水素が発生する

2. 混合液はアルカリ性を示し、マグ
ネシウムと反応して水素が発生する

3. 混合液は酸性を示し、マグネシウ
ムと反応して二酸化炭素が発生する

4. 混合液はアルカリ性を示し、マグ
ネシウムを入れても気体発生などの
変化は起きない

問9 硫酸銅は電解質の一種であり、その水溶液は青色を呈しています。硫酸銅水溶液にマグネシウム片を入れると、マグネシウムが溶け出して銅が
析出する化学変化が起こります。このとき、水溶液の中で起きている現象の説明として最も適切なものを選びなさい。 （2023年 滋賀県公立入試 類似）

1. 水溶液中の電流がマグネシウムに
集中することで、マグネシウムが熱
を持って溶け、銅が結晶化する。

2. 電解質である硫酸銅の分子が、マ
グネシウム原子と結合して新しい非
電解質の物質へと変化する。

3. マグネシウムが水溶液中の硫酸イ
オンと直接反応し、銅イオンは変化
せずにそのまま沈殿する。

4. 銅イオンが電子を受け取って銅原
子となり、マグネシウムは電子を失
ってマグネシウムイオンとして水溶
液に溶け出す。

問10 一定量の希硫酸に、ある濃度の水酸化バリウム水溶液を加えていく実験を行いました。水酸化バリウム水溶液を30.0立方センチメートル加えた
ときに白い沈殿の質量が0.6グラムとなり、それ以上水溶液を加えても沈殿の質量は増加しませんでした。この水酸化バリウム水溶液を15.0立方
センチメートルだけ加えたとき、生じる白い沈殿の質量は何グラムになりますか。 （2021年 高知県公立入試 類似）

1. 0.2グラム 2. 0.4グラム 3. 0.3グラム 4. 0.6グラム

問11 ダニエル電池において、硫酸銅水溶液に浸した銅板を正極として利用し、放電を続けた際に正極で起こる化学反応の説明として最も適切なもの
を選びなさい。 （2023年 滋賀県公立入試 類似）

1. 銅板の銅原子が電子を放出して、
銅イオンとして水溶液中に溶け出す

2. 水溶液中の硫酸イオンが電子を放
出して、性質が変化する

3. 水溶液中の銅イオンが電子を受け
取って、金属の銅に変化する

4. 水溶液中の水素イオンが電子を受
け取って、水素が発生する

問12 備長炭とアルミニウムはくを用いた電池にプロペラ付きのモーターをつなぎ、長時間回転させ続けました。このとき、電池の内部で起こってい
る化学変化の様子として最も適しているものはどれですか。 （2016年 千葉県公立入試 類似）

1. －極のアルミニウムが電子を失っ
てイオンになり、食塩水の中に溶け
出していく。

2. ＋極の備長炭からアルミニウムは
くに向かって、水溶液中を電子が移
動している。

3. ＋極の備長炭が電子を失ってイオ
ンになり、食塩水の中に溶け出して
いく。

4. －極のアルミニウムはくの表面に
、食塩水中のナトリウムが付着して
太くなっていく。

問13 水酸化ナトリウム水溶液にBTB溶液を少量加えたあと、うすい塩酸を完全に反応する量を超えて過剰に加えたとき、水溶液中に最も多く存在す
るイオンはどれですか。 （2026年 岩手県公立入試 類似）

1. 水素イオン 2. 塩化物イオン 3. 水酸化物イオン 4. ナトリウムイオン
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答え合わせ・解説
問1 答え 4

バリウムイオンと硫酸イオン
中和反応では、酸の陽イオン（水素イオン）とアルカリの陰イオン（水酸化物イオン）が反応
して水が生成されます。それと同時に、アルカリの陽イオンであるバリウムイオンと、酸の陰
イオンである硫酸イオンが結びつくことで、水に溶けにくい塩である硫酸バリウムの白い沈殿
が生じます。

問2 答え 3
電離

物質が水に溶けて陽イオンと陰イオンに分かれる現象を電離といいます。塩化ナトリウムは電
解質であり、水中でナトリウムイオンと塩化物イオンに分かれて存在します。これに対し、砂
糖（ショ糖）のように水に溶けても分子のままで存在し、イオンに分かれない物質は非電解質
と呼ばれます。

問3 答え 1
水溶液はアルカリ性であり、そのpHの値は酸
性や中性の水溶液よりも大きくなっている。

赤色リトマス紙が青色に変化したという事実は、混合液に含まれる水酸化ナトリウム水溶液の
成分が相対的に多く、水溶液がアルカリ性になっていることを示しています。アルカリ性の水
溶液は、酸性（pH7未満）や中性（pH7）の状態と比較してpHの値が最も大きくなるという
原理があるため、pHは7より大きな値をとります。

問4 答え 1
塩化水素は水溶液中で、電荷を持った水素イ
オンと塩化物イオンに分かれて存在し、これ
らが移動することで電気を運ぶから。

塩化水素は電解質であり、水に溶けると陽イオン（水素イオン）と陰イオン（塩化物イオン）
に電離します。水溶液に電圧をかけると、陽イオンは陰極へ、陰イオンは陽極へとそれぞれ移
動します。このように、電荷を持った粒子であるイオンが移動することによって、水溶液中を
電流が流れる仕組みになっています。中和や還元は、電離そのものを説明する原理ではありま
せん。

問5 答え 3
反応が進むにつれて白い沈殿が生じ、液の色
は黄色から緑色を経て紫色へと変化する

水酸化バリウム水溶液は強いアルカリ性を示すため、ムラサキキャベツ液を加えると黄色にな
ります。ここに硫酸を加えて中和が進むと、アルカリ性が弱まり緑色へ、そして完全に中和し
た時点（中性）で紫色へと変化します。また、この反応では水に溶けない塩である硫酸バリウ
ムが生成されるため、白い沈殿が観察されます。

問6 答え 2
電子を2個放出し、2プラスの陽イオンになる
。

亜鉛原子は、電子を2個放出して安定しようとする性質を持つ。マイナスの電気を持つ電子を2
個失うことにより、原子全体としては相対的にプラス2の電気を帯びた状態（Zn²⁺）になる。
このプロセスにより、亜鉛原子は水溶液中に溶け出すことができるようになる。

問7 答え 3
水溶液中の水素イオンが、導線から流れてき
た電子を受け取って水素分子になる。

マイナス極（亜鉛板）で放出された電子は、導線を通ってプラス極（銅板）へと移動します。
銅板の表面では、水溶液中に存在する水素イオンがこの電子を受け取ることによって、水素原
子を経て水素分子となり、気体として発生します。これが電池におけるプラス極側の反応の本
質です。

問8 答え 1
混合液は酸性を示し、マグネシウムと反応し
て水素が発生する

硫酸を完全に中和するのに水酸化バリウム水溶液が30立方センチメートル必要なのに対し、1
0立方センチメートルしか加えていないため、ビーカー内には未反応の硫酸が残っています。
このため、水溶液全体は酸性の性質を示します。酸性の水溶液には、マグネシウムなどの金属
と反応して水素を発生させる性質があるため、気体発生が確認されます。

問9 答え 4
銅イオンが電子を受け取って銅原子となり、
マグネシウムは電子を失ってマグネシウムイ
オンとして水溶液に溶け出す。

電解質である硫酸銅の水溶液中には、銅イオンが存在しています。ここにマグネシウムを入れ
ると、マグネシウムの方がイオンになりやすい性質を持っているため、マグネシウムは電子を
放出して陽イオンとなり水溶液へ溶け出します。同時に、銅イオンはその電子を受け取って金
属の銅となり、表面に析出します。このように、電解質の水溶液中ではイオンのやり取りを伴
う反応が進行します。

問1
0

答え 3
0.3グラム

中和点に達するまでは、加えた水溶液の体積と生じる沈殿の質量は比例の関係にあります。30
.0立方センチメートルで0.6グラムの沈殿が生じることから、その半分の量である15.0立方セ
ンチメートルを加えたときは、沈殿の質量も半分の0.3グラムになります。

問1
1

答え 3
水溶液中の銅イオンが電子を受け取って、金
属の銅に変化する

ダニエル電池の正極では、負極（亜鉛板）で放出された電子が導線を通って移動してきます。
水溶液中の陽イオンである銅イオン（Cu²⁺）がこの電子を受け取ることで、金属の銅（Cu）
へと還元され、電極に析出します。この反応により、水溶液中のイオンとしての銅は減少する
ことになります。

問1
2

答え 1
－極のアルミニウムが電子を失ってイオンに
なり、食塩水の中に溶け出していく。

電池が放電しているとき、－極では金属が電子を放出して陽イオンになる反応が進みます。備
長炭電池の場合、－極であるアルミニウムがアルミニウムイオンとなって食塩水中に溶け出す
ため、長時間使用するとアルミニウムはくがボロボロになります。一方、＋極の備長炭側では
、空気中の酸素が電子を受け取る反応が起きています。

問1
3

答え 2
塩化物イオン

水酸化ナトリウム水溶液に塩酸を加えると、中和によって水素イオンと水酸化物イオンが反応
して水になります。ナトリウムイオンの数は変化しませんが、過剰に塩酸を加えることで塩化
物イオンは加えられた分だけ水溶液中に増え続けます。そのため、塩酸を十分加えた水溶液中
では塩化物イオンが最も多く存在します。


